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　一般質問の録画放送を
福山市のホームページで
見ることができます。

＊

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
議
案
や
市
政

全
般
に
つ
い
て
、
24
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
活
発
な
議
論
を
展

開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（　
）
内
に
は
、
各
会
派
等
か
ら

の
質
問
申
し
出
時
間
を
記
載
し
て
い

ま
す
。

「
１
０
０
人
委
員
会
」
の

取
り
組
み
の
具
体
は

早
川　
佳
行

水
曜
会

（
50
分
）

答

市
民
の
皆
さ
ま
の
幸
せ
の
実
現

と
次
の
世
代
に
輝
く
福
山
を
創
る
た
め

に
は
、
市
民
に
身
近
な
市
政
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
考
え
、
議
論
し
、
問
題

意
識
を
共
有
す
る
中
で
市
民
が
望
む
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
新

た
に
１
０
０
人
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る

も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
部
局
横
断
的
な
体
制
で
、
委

員
会
の
仕
組
み
、
運
営
方
法
な
ど
に
つ

い
て
先
進
地
調
査
を
実
施
す
る
な
ど

具
体
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
。
年

内
に
は
こ
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

問

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民
が
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
つ
い
て
、
構
想
の
段
階
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
も
ら
う
た
め

の
「
１
０
０
人
委
員
会
」
の
取
り
組

み
の
具
体
は
。

小
林　
茂
裕

水
曜
会

（
60
分
）

芦
田
川
河
口
堰
の
弾
力
的
な
開
放
を

口
堰
の
貯
留
水
を
有
効
活
用
で
き
る
な

ど
、
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
と
っ
て

重
要
な
施
設
で
あ
る
。
開
放
に
よ
り
河

口
湖
内
に
塩
水
が
侵
入
し
工
業
用
水
が

供
給
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
開

放
に
当
た
っ
て
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

　
現
在
、
豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け
、

下
水
道
処
理
施
設
な
ど
で
栄
養
塩
の
管

理
運
転
を
し
て
い
る
が
、
今
後
と
も
環

境
と
漁
業
に
対
し
好
影
響
を
与
え
る
よ

う
、
河
口
堰
の
弾
力
的
放
流
回
数
の
増

加
や
放
流
方
法
に
つ
い
て
、
国
や
関
係

機
関
と
の
協
議
を
続
け
、
諸
課
題
に
つ

い
て
整
理
し
て
い
く
。

答

河
口
堰
は
治
水
対
策
に
合
わ
せ

た
塩
害
防
止
や
工
業
用
水
を
供
給
す
る

機
能
を
有
し
て
お
り
、
渇
水
時
に
は
河

問

芦
田
川
を
市
民
の
憩
い
の
場

に
す
る
た
め
に
も
、
豊
か
な
海
づ
く

り
の
た
め
に
も
、
河
口
堰
を
開
放
す

べ
き
で
あ
る
。
河
口
堰
の
弾
力
的
開

放
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
都
市
の
魅

力
向
上
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は

髙
田　
健
司

水
曜
会

（
50
分
）

能
を
有
し
「
住
む
、
観
る
、
憩
う
、
学

ぶ
、
働
く
、
集
う
」
こ
と
の
で
き
る
都

市
の
顔
と
な
る
よ
う
に
整
備
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
伏
見
町
な
ど
の
再

開
発
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性

化
の
軸
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
建
設
局
長
の
下
、

ま
ち
づ
く
り
の
整
備
方
針
の
作
成
や
、

地
権
者
の
合
意
形
成
な
ど
、
事
業
の
具

体
を
推
進
す
る
組
織
と
し
て
、（
仮
称
）

福
山
駅
前
再
生
推
進
室
を
早
急
に
立
ち

上
げ
る
。
ま
た
、
知
事
と
の
合
意
に
基

づ
き
、
県
、
国
に
も
参
加
し
て
も
ら
う

形
で
協
議
す
る
場
を
新
た
に
設
け
る
。

答

福
山
駅
前
は
、
高
度
な
都
市
機

能
を
持
ち
つ
つ
も
、
若
者
や
女
性
の
視

点
な
ど
も
取
り
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
機

問

都
市
の
「
顔
」
づ
く
り
の
具

体
と
、
伏
見
町
な
ど
の
再
開
発
に
対

す
る
庁
内
組
織
の
体
制
、
行
政
主
導

の
取
り
組
み
は
。

会派名など 質問者数 質問時間
水　曜　会 7人 370分

公　明　党 6人 205分

誠　友　会 3人 150分

日本共産党 2人 145分

市 民 連 合 2人 145分

新政クラブ 2人 100分

無　所　属 2人 各30分


